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千葉　 隆 
りゅう

 斗 くん
と

（南方町狼掛・勉さん）

相澤　 洸  人 くん
ひろ と

（南方町大門・覚司さん）

最上　 亮 
りょう

 太 くん
た

（米山町十日町・春奈さん）

主藤　 葉  月 ちゃん
は づき

（米山町相ノ山・敏徳さん）

小俣　 歩  夢 ちゃん
あゆ む

（南方町山成・光浩さん）

髙橋　 大 
ひろ

 希 くん
き

（南方町大門・理恵子さん）

千葉　 彩  湖 ちゃん
さ こ

（南方町峯・直文さん）

西條　 静 
しず

 紅 ちゃん
く

（米山町千貫・寛さん）

福田　 隆 
りゅう

 斗 くん
と

（米山町六軒屋敷・史隆さん）

島陰　 七  佳 ちゃん
なな か

（米山町大又・浩幸さん）

佐々木 遥  希 くん
よう き

（津山町横山２区・大輔さん）

伊藤 聖 
せ

 心 
し

 琉 くん
る

（登米町上館・雄輝さん）

佐々木 紗  和 ちゃん
すず な

（豊里町加々巻・和幸さん）

針生　 璃  緒 ちゃん
り お

（米山町相ノ山・秀文さん）

及川　 陽 
はる

 希 くん
き

（登米町八丁田・美紀さん）

西條　まこちゃん
（津山町横山７区・拓也さん）

佐々木 亮 
りょう

 太 くん
た

（豊里町上町・郁夫さん）

３
月
３
月
のの

歯
科
健
康
相
談

歯
科
健
康
相
談
日日

【
日
時
】
　
３
日
（
月
）

【
場
所
】
　
市
役
所
南
方
庁
舎
１
階

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

【
そ
の
他
】
　
相
談
は
無
料
で
、
予

　
約
制
で
す
。
健
康
推
進
課
の
歯

　
科
医
師
が
対
応
し
ま
す
。

【
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

　
地
域
保
健
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
１
６

５８

石
ノ
森
章
太
郎
記
念

石
ノ
森
章
太
郎
記
念
館館

「
高
校
生
マ
ン
ガ
展

「
高
校
生
マ
ン
ガ
展
」」

　
第
9
回
自
主
企
画
展
「
高
校
生

マ
ン
ガ
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

市
内
を
は
じ
め
と
す
る
高
校
生
が

描
い
た
３
０
０
点
の
漫
画
に
込
め

た
熱
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
　
３
月
　
日
（
日
）
ま
で

３０

【
時
間
】
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

　
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
）

【
入
場
料
】
　
無
料
（
自
主
企
画
展

　
の
み
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
石
ノ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と
記
念
館

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
１
０
９
９

３５

１ 月 ２ ２日の３歳児健診（３歳６カ月～７カ月児）でむし歯がなかった子は、市内５地区で３ ０人中１ ９人でした

高橋　 瑞 
みず

 香 ちゃん
か

（南方町新高石・和弘さん）

小竹　 夏  葵 ちゃん
なつ き

（米山町新町・孝幸さん）

※（　）内には申し出があった保護者の名前を掲載しています。

11 Feb.2008

「
弓
道
教
室
」受
講
の
た
め
の

事
前
説
明
会
の
お
知
ら
せ

纂
１
月
　
日
付

３１

【
医
療
局
】　
▼
佐
沼
病
院
看
護
部

助
産
師
＝
千
葉
洋
子
▼
佐
沼
病
院

看
護
部
助
産
師
＝
小
原
み
づ
え
▼

佐
沼
病
院
看
護
部
助
産
師
＝
安
部

久
美
▼
佐
沼
病
院
薬
剤
部
薬
剤
師

＝
三
塚
麻
理
子

職
員
人
事
異
動

退
職
　
　
　

　
日
本
武
道
の
一
つ
で
あ
る
弓
道

は
、
そ
の
人
の
体
力
に
合
わ
せ
た

弓
を
使
っ
て
中
学
生
か
ら
　
歳
代

８０

ま
で
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
し
か
し
、
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
初
め
は
指
導
者
に
つ
い
て

の
基
礎
的
な
練
習
が
必
要
で
す
。

　
４
月
か
ら
初
心
者
（
経
験
者
も

可
）
を
対
象
に
弓
道
教
室
を
開
催

す
る
に
当
た
り
、
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】
　
３
月
　
日
（
土
）

１５

　
午
後
７
時
～

【
場
所
】
　
中
田
総
合
体
育
館

◆
裁
判
員
制
度
と
は

　
有
権
者
の
中
か
ら
無
作
為
抽
選

で
選
ん
だ
国
民
の
皆
さ
ん
に
裁
判

員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う

か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑

に
す
る
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決

め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、

国
民
の
皆
さ
ん
の
健
全
な
感
覚
を

裁
判
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

裁
判
に
対
す
る
理
解
・
信
頼
が
深

ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
裁
判
員
制
度
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に

　
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
「
出
張

説
明
会
」「
広
報
ビ
デ
オ
の
貸
し
出

平
成
　
年
５
月
ま
で
に

裁
判
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト

２１

高
次
脳
機
能
障
害
者

支
援
研
修
会
参
加
者
募
集

　
高
次
脳
機
能
障
害
と
は
、
脳
が

損
傷
し
て
起
こ
る
知
覚
、
注
意
、

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

【
対
象
】
　
弓
道
教
室
受
講
希
望
者

　
な
ど

【
内
容
】
　
教
室
の
内
容
、
進
め
方
、

　
用
具
、
費
用
（
受
講
者
の
用
具

　
代
）
な
ど

【
教
室
開
催
日
時
】
　
４
～
　
月
に

１０

　
　
回
、
夜
間

１０

【
定
員
】
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

【
申
込
方
法
】
　
電
話

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
竹
内

　
緯
０
８
０
（
５
２
２
０
）
２
６

　
１
７

し
」「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
」
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
▼
仙
台
地
方
裁
判
所
総
務
課

　
庶
務
係

　
緯
０
２
２（
２
２
２
）
６
１
１
１

　
▼
仙
台
地
方
検
察
庁

　
企
画
調
査
課

　
緯
０
２
２（
２
２
２
）
１
４
４
８

　
▼
仙
台
弁
護
士
会
事
務
局

　
緯
０
２
２（
２
２
３
）
１
０
０
１

学
習
、
言
語
、
思
考
、
判
断
な
ど

の
障
害
を
い
い
ま
す
。

　
高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
支

援
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
日
時
】
　
３
月
　
日
（
水
）

１２

　
午
後
６
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

【
場
所
】
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

　
ヴ
ィ
ア
１
階
　
白
鷺

【
申
込
方
法
】
　
電
話

【
申
込
期
限
】
　
３
月
　
日
（
月
）

１０

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
県
登
米
保
健
福
祉
事
務
所

　
母
子
・
障
害
班

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
６
１
１
８

２２

料　金水　量項　目

1,050円 ０～５基本料金

210円 １従量（超過）料金

料　金水　量項　目

1,050円 ０基本料金

50円 １～５
従量（超過）料金

220円 ６以上

　平成１９年４月に津山町横山地区を給水区域とする簡易水道事業が市水道事業に統合されました。統合後も横

山地区の水道料金は変わりませんでしたが、２０年度から段階的に改定を行い、２２年度には上水道料金と同じ額

になります（改定については、メーター口径１３亜、２０亜使用者のみ）。

【平成１９年度までの料金】 【平成２０年度の新料金】

※１２使用した場合
　基本料金　1,050円
　従量料金　1,470円（７×210円）
　　合計　　2,520円

※１２使用した場合
　基本料金　　1,050円
　従量料金①　   250円（５×50円）
　従量料金②　1,540円（７×220円）
　　合計　　　2,840円

津山町横山地区の水道料金改定について

▼

【問い合わせ】　水道事業所水道業務課　業務係　緯 0220（52）3311




